
しれいせつぞ

この点，他企業にみられる資料センターのような中心組織を

偉いて，資料の集中管理分散保管方式をいっそう強力に押し進

めるべきであろう。

この意味では， 西独国鉄資料部のあり 方は，わが国鉄でも大

いに参考と なる ものである。

西独国鉄では， 1956 年に資料部が中央組織として厚生事務局

内に設立され， じらい，ここで西独国鉄の全分野をもうらする

資料関係業務を担当している。この資料部には，鉄道関係の資

料はもちろん， 鉄道に とっ て重要な他の交通関係の資料も， 諸

外国鉄道の資料センタ ー との緊密な提携のもとに収集されてい

る。このほか， ドイツ圏内の資料機関との聞に資料目録の交換

が活発に行なわれており，これによ っ て資料部の資料カ ー ドは，

たえす.補完されている 。

資料業務とイ y フ ォメーシ ョ Y業務を遂行するために，資料

部には， 鉄道および交通関係の資料を収集し ， 評価し ， 整J!Ilす

る職員 12 名が配置されている。このほか，西独国鉄部内には，

外局的に評価作業に参加する 25 名の 1:.級職の職員が，資料業務

に常置されている 。

資料部の担当する業務は，図表のとお りである。
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さて，国鉄の本社では，資料管理の 1 科 1，1 に収まるファイ リ

ングシステ ム ， ....イクロフィルミングについては，総裁室主:沓

諜が担当 し ， 文書管理の一環として fJ: 'Jfを進めつつあるが， い

まだ立案文書または帳禁頬中心であるので， 資料としては， も

うら性に乏しいきらいがある。立案文書または帳禁類以外にも

重要な資料がたくさんあるので， 文書?管埋から取り残された こ

れらの資料の適切な管理が望まれる 。

また，営業局開発部においては，輸i芸市場のがJ確なはあくの

ため，輸送需要に関する資料の収集とその調存分析とを行な っ

ている。

一方，資料の中で最も重要性を有する統計資料の国鉄郎内に

おける生産， 伝達は， 事務管理統計部が伊.当 しているが ， ~i い

統計 資料の保管は， 数筒所で分散貯蔵されている 。

このほか本社の各部局や， 地方機関で も ， それぞれ部門ご と

に， 程度の差はあれ，それなり の規模で資料管理は行なわれて

いるが，相互の連絡はよく行なわれていない「らみがある。こ

の点，国鉄部内でも ， 鉄道技術研究所の伐術情報部は， 校桝if(

料の速報性， もう ら性を重視して作業を進めており，技術研究

部門に限定されてはし、るが，資料符浬活動を全社的にhな っ て

L 、る機関主いえる。

国鉄においては，昭和 38 ・ 2 に ， 本社に鉄道凶書室附l~の資料

室が設置され，じらい着々資料の整備充実に当たっているが，

これがし、まだ国鉄本社または国鉄全体の資料セン タ ーとし、 っ た

中心組織とな っ ておらず， そのためか他企業のそれに比べて不

備な点が多 く ，今後の改善に ま っと ころが多L 、。 そのためには，

資料活動のうえで脱落，重複，ムダを排除し，調査， 企画など

を合理化，能率化するために，資料の集中管理分散保管方式を

強力に推進し ， 国鉄全体としての資料管理体制jを確立する必要

があると思われる。

参考文献有IE恭助著情報の集め方。情報管理使覧編集委

員会編情報管理便覧。 情報管理研究会編 実務家のための情

報管理。専門図書館協議会編 資料管理ガイドブッ ク 。 須永一

郎著経営資料の生かし方。多日]和夫編企業と情報。

(岡田汁ー)

しれいせつぞくそうち 指令接続装置 指令電話装置と

搬送電話装債との接続に用いられるもので，正規には指令搬送

後続装置といわれる。

国鉄で使用される指令電話装置は， ウエスタ ー ン方式を燥用

しているため， 親装置より 子電話機を呼び出す場合は， 直流

150-200V のインパルスを送出する。 こ の伝送回線は， 直流イ

ンパルスの通るメタリック回線を使用せねばならない。

実回線で構成できない箇所や，通話損失の多い灰聞は搬送回

線を用いねばならないが， この場合，この指令嬢続決置を用いる。

この装 I~f.の tI年成は図に不すとおりで， 指令者側に設位される

装置を指令後続装位の 首端梨(略して指令首端架)といい， 子電

話機側に設位される装置を指令後続装霞の尾端架 (指令尾端架)

とし、う 。 これらの装置は，それぞれダイヤル信弓方式の可能な

搬送電話機に緩統され， 指令搬選電話回線を構成する。

指令æ送緩統装位

1 動作概要

(1) 指令おより子電話機への呼fH方式

指令hの~/J l電けん(鍵)の操 f'1'によ り， 直対L イ ンパルスは，

指令白端部iに延長され，この淡町のインパルス中継JfI継電~を

動f'1'させ，その妓/y，の ~MI~;Iに より 搬送電話機の借 り j三 (，~;I司路を

制御し て， 3， 850 c/s 符号信 りを選出する。 指令尾端架において

は，搬i主従 i~li の干f!J三継電:r.H産.... 1によ り尾端架のt~ 弓田絡が動作

し ， 子電話機側線路に対して 1宙流電源(標準とし ては，直流

150V ) を延長するとともにn":fに応じて極性を交互に転換し ，

(+) (ー)の衝動電流を送信して，子電話機を呼び/Jjす。

(2) イ 'I t!:ぷ機より 指令行への呼 ~J:方式

l序 : 1 : L. II与に F電話機より 送 t n される 16c/s (,i ') 'I[ i加工，尾端

架の伝サ|司路によ り者主流された後， RU 継~:r.>を動作 させ，そ

の緩lY，を通じ て，搬送電話機の信号 i差 出 l司絡を ， 動作させ，

3 ， 850c/s 信号1在所Lを ， 指令首端架ßtljに送出する 。 指令首端架制11

では，搬i韮電話機fA 5 受(バ凹『名の継電訴後点を通 して ï苛端架

より 16c/8 (，九り従流を指令ft側にi送出し呼出しが行なえ る。

2 ~fnの構成および'ffi狐

装!在の術!友は通常， 首端架は 1 架に 12 回線まで実装でき，尾

端架は l 梨に 6 同線まで~~でき るようにな ってい る。

酋端架と}毛繍架の実業容i置の災なっているのは i首端架は指
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